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毫薄と天文學（2）
山　　本　　一　　清
　世界地回を開いて，地勢や経緯度の上から我が國と二三諸國とを比較して
見ると明らかなる如く・歓洲も北米も，：文化の進んで居る地方は多くは我が
國よりも緯度が高くて，大低は我が北海道叉は千島以北に位してみる．ロシ
ヤとかスカンヂナビや諸國には北緯60。に近いあたりにさへ天文憂を持って
るる．しかし，かうして，緯度が高いといふことは，天文研究上に決して羨
しいことではないのであって，殊に，近代的な天文學的諸問題の攻究のため
tcは，低緯度の：1二地が本四に望ましいのであって，寧ろ高緯度の方面を出來
るだけ避けた方が好いのである．一一其の理山は，至って，簡軍で，自IJち，高
緯度の土地では週極星が多くて，川波星が少ないこと，脚ち観察し得る大宇
宙が挾いこと，それから爾ほ一つ，高緯度の土地では天の赤道や黄道附近を
便利よく見得ないのである．天の赤道や黄道附近といへば特に太陽系に於い
て重要な諸現象が起るL檜舞豪「である．故に此のあたりを好條件の下に見得
ることを，多くの天文家たちは，どこの國でも，昔しから希望してみるので
ある．たV一，しかし，どうした世情のめぐり合はせか，回米に於いては，近
代の文化國が回しのギリシャや・iマよりも遙かに北方へ移って了って，自
然に天を観察するのに都合の悪い形になって了ってみる．
　我が國に於いても，三々が天文の研究を始める場合に，今までは，とかく
西洋の書物を多く護んだため，つい我が國の旧情を顧みないで，L大熊、星座
などを週極ずる星座と心得たり，L射手コ星座などを，籐り南に低く週ぎて観
察に適しない星々とアキラメて了つたり，Lセンタウル「座などは始めから杢
く見えなV・無縁のものであるかのやうに槻念ずる人が多い．實に笑正の至り
と言はねばならない．我が國は一当・に敵米の文化國よりも緯度が低く，それ
だけ，南の星々を見るのには實に恵まれてみる國土である．殊に京阪地方や
東京あたりは北緯350一一36。に過ぎなVbから，一年中，黄道上の大小遊星な
どを見るのに殆んど差支へなく，彗星や流星等も霧しく見えるし，其の他Lカ
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／1日目蒋星が見えたり，Lセンタウル「座のオメガ星團が肉眼で見えたり，
叉，鹿魚島まで行けばLアケルナ1「星も見えることなど，旧すきの西洋人に
話すと，實に羨しがらせるのである．
　しかし，何と言っても二二の土地は，我が國の内地以上に，此の黙に於い
て好條件の地である．二二は，其の北端でさへ北緯25。であり，其の南端は
實に北緯21。に近い．故に有名な南十字架の星座などが見えて，つまり全天
に散在する21個のL．一等星■が一つ淺らす覗界に入るのであるし，叉，近代天
文研究上の蜜庫であるL銀河■も，其の全部を我が墓灘では見ることが出町
る！只，張いて言へば，南天の名物である大小マゼラン雲のうちの，小雲だ
けが見えないといふ有様である．しかも，こうした壼濁の土地が，決して絶
海の孤島といふわけではなく，李均毎週三回は一萬トン級の快速船によって
内地との交通が出來，通信の便も，今は全く最高位の便を與へられてるるた
め，あらゆる：文化生活に少しも不都合はない状態である．こんな：好條件の完
備せる土地が，．世，界の何所にあるかと言ひたい次第である．
　今一つ，天文観測上，土地の調査に大切な瓢は天氣の模様である．欧米人
も，今は，やはり，何とかして低緯度の地に天文豪をほしがってみるけれど，
誠に淺念なことに，アフリカも，南洋も，南米も，多くは，低緯度の土地が
雨量や雲量の魑しい土地である．ところが，我が蛋轡は此の黒に於いても飴
わ心配はいらない．尤も，基隆や蔓北方爾は可なり雨が多くて，氣の毒な程
であるが，しかし，少しく南下して，豪中まで行けば，天氣模様は一攣して・
雨は少く，晴れの多い：［：地となってみるし，其れ以南で，嘉義，蜜南，高雄
等では，やはり，多少の雨は一年の或る時季に降るけれど，決して天文二巴
をヒドク妨げるほどタチの悪いものではない．
　叉，自分の二期に反して，驚くべき好天氣に恵まれてみるのは，實に海抜
2250米の阿里山である．阿里山では李常，了Fl午過ぎに験雨がやって遮る以外
に殆んど定まった雨を見す，實に心地よき晴天績きに患まれてるる有様を，
入からも聞き，自分も調査確認した次第であって，祠れは是非特來の天文同
好者の念頭から去らなV・やうに希望したV唖：要事である．
　侮上記した通り，脳中の士地の事を一言する（績）
